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型名 BA-T BA BM GH GR HR-AZ
HR-A HR-i GX-AWP

GF-AWP
GX-AE/A
GF-A

FZ-iWP
FX-iWP

FZ-i
FX-i EK-i EJ-B EW-i GX-M

GF-M
GX-L
GF-L

AD-4212B
AD-4212A

AD-
4212C

AD-
4212D-S

AD-
4212F

AD-
4212L

基
本
的
な
項
目

機
能

分銅：■分銅内蔵／□外部分銅付属 ■ ■ ■ ■ ■ ■
（-AZのみ） □ ■(GX-

AWPのみ）
■（GX-AE/
GX-Aのみ）

■
（ FZ-iWP/FZ-iのみ） ― ― ― ■（GX-M

のみ）
■（GX-Lの
み） □ □ ■ ― ―

はかりの方式 　電磁：電磁平衡式　セル：
電気抵抗線（ロードセル）式 電磁 電磁 電磁 電磁 電磁 電磁 電磁 電磁 電磁 電磁 電磁 セル セル セル 電磁 電磁 電磁 電磁 電磁 電磁 セル

電源
ACアダプタ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ―★32

乾電池駆動 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 単3×4 ― ― ― ― ― ― ― ―
充電式内蔵バッテリ駆動 ― ― △※1 △※1 △※1 ○★9 △※1    ○★9

★10    ○ ★9    ○★9
★10    ○ ★9 ○ ― ○     △※1     △※1 ― ― ― ― ―

防塵・防水（等級） ― ― ― ― ― ― ― IP65 ― IP65 ― ― ― ― IP65 IP65 ― IP65 IP65★29 IP65 IP42★33

風袋引き（容器を載せて、その中身だけの重さをはかりた
い〈容器の重さを差引く〉） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

出
力

PCやプリンタ　
との接続

RS-232C ◎
D-Sub9P

◎
D-Sub9P

◎
D-Sub9P

◎
D-Sub9P

◎
D-Sub25P

◎
D-Sub9P

◎
D-Sub9P

◎
D-Sub9P

◎
D-Sub9P

◎
D-Sub9P

◎
D-Sub9P

◎
D-Sub9P

○
D-Sub9P

◎
D-Sub9P

◎
D-Sub9P

◎
D-Sub9P

◎
D-Sub25P

◎
D-Sub9P ★25

◎
D-Sub9P

◎
D-Sub9P※9 ―★34

USBインタフェース
（標準装備・オプションはクイックUSB） ◎ ◎ ◎ ○／△※2    △※2 ○／△※2 △※2 ◎ ◎ ○★10／△★24

※2 ○／△※2    △※2 ○    △※2 ◎ ◎    △※2    △※2 △※2 △※2
※9 ―

LAN接続 ◎ ○ ○ ○    △※3 ○ 　△※3     △★24
※3 ○     △★24

※3 ○    △※3     △★20
※3    △※3    △※3    △※3 ○    △※3 △※3 △※3

※9 ―

Bluetooth通信インタフェース ◎    △※8    △※8     △★12
※8     △★11

※8 ○     △★12
※8 ○ ○ ○ ○    △※8 ○    △※8 ○ ○     △★11

※8     △★27
※8 △

★27★35
※8 △★27

※8※9 ―

表
示

カウンティング（個数をはかる） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ― ― ― ―
％表示 （目標の重さに対して、今何％くらい載っているかを知りたい） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ― ― ― ―
カラット（宝石をはかる） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ― ― ― ◎ ◎ ◎ ― ― ― ―
もんめ（真珠をはかる〈真珠計量用単位〉） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ― ― ― ◎ ◎ ◎ ― ― ― ―

詳
細
検
索
項
目

そ
の
他
機
能
等

自動環境設定 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ― ―     ◎★30     ◎★30 ― ― ― ― ―     ◎★30     ◎★30 ― ― ― ― ―
自己点検機能 ◎ ◎ ― ― ― ― ― ◎ ◎ ― ― ― ― ― ◎ ◎ ― ― ― ◎ ―
コンパレータブザー機能 （オプションのAD-1612もございます） ― ― ― ― ― ◎ ―     ○ ★13     ○ ★13 ◎ ◎     ○ ★13 ―     ○ ★13     ○ ★13     ○ ★13 ◎ ― ― ― ―
GLP/GMP/GCP/ISO対応出力（ AD-8127との接続で可＝◯） ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎（-Aは○） ○ ◎ ◎ ◎（FX-iWP/FX-iは○） ○     ○ ★17 ○ ◎ ◎ ◎ ― ― ―
オートパワーオン ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ▲ ― ▲ ◎ ◎ ◎ ― ― ― ◎
オートパワーオフ ◎ ◎ ― ― ― ◎ ― ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎      ◎ ★26 ― ― ― ―
コンパレｰタ表示 ― ― ― ― ― ◎ ― ◎ ◎ ◎ ◎ ◎     ◎★17 ◎ ◎ ◎ ◎    △※7    △※7 △※7

※9 ―
表示部分離 （本体計量部と表示部の分離） ◎ ◎ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―     ◎★19 ◎    △※7    △※7 △※7

※9 ◎
AD-1687／AD-1688／AD-8527との接続 可 可 可 可 可 可 可 可★24

★37 可 可★24
★37 可 可 可★20 可 可★24

★37 可★24
★37 可 ― ― ― ―

外部表示器（AD-8920A）／
外部コントローラ（AD-8922A）との接続 可 可 可 可 可 可 可 可★24 可 可★24 可 可 可★20 可 可★28 可★28 可 可 可 可 ―

外部機器
への出力

コンパレータ出力    △※4    △※4    △※4    △※4    △※4    △※4    △※4     ○ ★28 ○ △★24
※4 △※4 ○ △※4 ○     ○ ★28     ○ ★28 ◎    △※4    △※4 △※4

※9 ◎
カレントループ出力 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ◎
アナログ出力    △※5    △※5    △※5    △※5    △※5    △※5    △※5     ○ ★28 ○ △★24

※5 △※5    △※5 △★20
※5    △※5     ○ ★28     ○ ★28 △※5    △※5   △※5 △※5

※9 ―
BCD出力    △※6    △※6    △※6    △※6    △※6    △※6    △※6 △★24

※6    △※6 △★24
※6 △※6    △※6 △★20

※6    △※6 △★28
※6 △★28

※6 ○    △※6   △※6 △※6
※9 ―

CC-LINK接続（計量ライン用コント
ローラAD8923-CCと接続することで可能） △ △ △ △ △ △ △ △★24 △ △★24 △ △ △★20 △ △★28 △★28 △ △ △   △※9 ―

mg/g/kg表示単位 mg／g mg／g mg／g mg／g mg／g mg／g mg／g g mg★31／g g g g g g g／kg g／kg mg／g g mg／g g ―
動物計量 ― ― ― ― ― ◎ ― ◎ ◎ ◎ ◎ ― ― ― ◎ ◎ ― ― ― ― ―
床下ひょう量金具 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎      ◎★10 ◎      ◎★10 ◎      ○★16      ○★17      ○★18      ◎★10      ○★10 ― ― ◎ ― ―
比重測定（△：AD-1653比重測定キットと接続することで可能） ― ―    △★21★22     △★22     △★22     △★23     △★22     ○★36     ○★36     △★23     △★23 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
比重測定モード ― ― ◎ ◎ ◎ ◎ ― ◎ ◎ ― ― ― ― ― ◎ ◎ ― ― ― ― ―

原産国 日本 日本 日本 日本 日本 日本 日本 日本 日本 日本 日本 韓国 韓国 韓国 日本 日本 日本 日本 日本 日本 韓国
掲載頁 12 12 14 16 16 17 17 20 18 22 23 24 25 26 28 29 34/35 36 37 36 37

★19： GX-LSシリーズ。

★20： オプションのRS-232Cが必要。

★21： BM-5/5D/20/22は除く。

★22： AD-1653比重測定キットを使用することで可能。

★23： AD-1654比重測定キットと接続することで可能。

★24： 防水用RS-232Cケーブル AX-KO2737-500JAが必要。

★25： 付属専用ケーブル先端（PC・計量器側）はD-Sub9Pメス。

★26： AD-4212Aシリーズのみ。

★27： 市販のジェンダーチェンジャー（9Pinオス-オス）が必要。

★28： 左記周辺機器接続時は防塵・防水仕様にはなりません。

★29： 計量部に防水キャップ装着時。

★30： ECLによる繰り返しの測定。

★31：mgは最小表示0.0001 gの機種のみ。

★32： DC24V+10～ -15 %約 6W電源が必要。

★33：計量部のみIP42。

★34： RS485(ModbusRTU)装備。

★35： AX-KO4472-150が必要。

★36：最小表示0.01 g、0.1 gモデルには比重測定キットの設定はありません。

★37：防水にする場合、別売ケーブルAX-KO7695-500が必要。

個数のコンパレータ表示について：個数計機能があり、かつコンパ
レータ表示のある機種は、個数モードでのコンパレータ比較が可能です。


